
令和7年度シラバス 歯科衛生士科
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1.感染・感染症について理解できる。
2.微生物・口腔微生物について理解できる。
3.免疫について理解できる。
4.滅菌・消毒および院内感染対策について理解できる。

自由記載

備考

書名 著者・編集者名 出版社名

なし

参考文献

自由記載

書名 著者・編集者名 出版社名

歯科衛生学シリーズ　疾病の成り立ち及び回復過程の促進2　微生物学 全国歯科衛生士教育協議会 医歯薬出版株式会社

教科書

小テスト

平常点

その他

自由記載 復習テストを追加実施することがある。

筆記試験 100% 正誤問題、四肢択一問題で出題　　再試験では筆記試験に加えレポート課題を課すことがある。

レポート･課題

消毒と滅菌・院内感染対策①

消毒と滅菌・院内感染対策②

復習テスト

成績の評価方法と基準

種別 割合 評価基準・その他備考

微生物学の概要・感染・微生物学総論

主な病原細菌①

主な病原細菌②・その他の微生物

ウイルスとウイルス感染症①

ウイルスとウイルス感染症②

口腔微生物学①口腔環境と常在微生物・バイオフィルム

口腔微生物学②う蝕の細菌学

口腔微生物学③歯周病の細菌学

口腔微生物学④その他の口腔感染症

微生物の培養、観察、検査・化学療法

免疫②・アレルギー

免疫①

内容

時間数（単位数） 授業回数 年次 開講時期

30 15 回 1 年次 前期

授業の目的・概要

感染症の原因となる微生物の基本的性状や病原性、および感染症に対する生体防御機構について基本的知識を習
得する。

授業の到達目標

授業計画

5.化学療法について理解できる。

神戸総合医療専門学校

科目名 授業形態 担当教員名

微生物学・口腔微生物学 講義 塩屋園　敦


